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（単位：千人、％）

資料：農業就業人口・・・農林水産省「農林業センサス」(27年は概数値)、農林水産省「農業構造動態調査」
(24～26年）

林業就業人口・・・総務省「国勢調査」
平成19年の「日本標準産業分類」の改訂により、平成22年のデータは、平成17年までのデータと必ず

しも連続していない。

漁業就業人口・・・水産庁「漁業就業動向統計年報」（23～24年は、東北３県を除く値）、漁業センサス

就業人口に占める女性の割合 年齢別農業就業人口（平成27年）

年齢別基幹的農業従事者数（平成27年）

資料：農林水産省「農林業センサス」（概数値）
注：基幹的農業従事者とは、ふだんの主な状態が「主に仕事として農業に従事していた者」のことをいう。

資料：農林水産省「農林業センサス」（概数値）
注：農業就業人口とは、農業従事者のうち、「農業のみに従事した世帯員」及び「農業と兼業の

双方に従事したが、農業の従事日数の方が多い世帯員」のことをいう。

（単位：千人、％）

（単位：千人、％）

平成7年 平成12年 平成17年 平成22年 平成25年 平成26年 平成27年

農業就業人口 4,140 3,891 3,353 2,606 2,390 2,266 2,090

うち女性 2,372 2,171 1,788 1,300 1,211 1,141 1,007

女性の割合 57.3% 55.8% 53.3% 49.9% 50.7% 50.4% 48.2%

林業就業人口 86 67 47 69 － － －

うち女性 14 12 7 － － － －

女性の割合 16.6% 17.9% 15.0% － － － －

漁業就業人口 301 260 222 203 181 173 －

うち女性 54 44 36 30 24 23 －

女性の割合 17.9% 16.9% 16.3% 14.8% 13.2% 13.0% －

39歳以下 40～49 50～59 60～64 65～69 70歳以上 合計

農業就業人口 141 110 234 280 346 980 2,090

　　うち女性 53 53 127 145 163 467 1,007

　　女性割合 37.4% 48.0% 54.2% 51.7% 47.0% 47.7% 48.2%

39歳以下 40～49 50～59 60～64 65～69 70歳以上 合計

基幹的農業従事者 86 92 202 243 307 838 1,768

　　うち女性 21 36 97 111 129 363 757

　　女性割合 24.8% 39.1% 47.8% 45.7% 42.0% 43.3% 42.8%

１

農林漁業就業人口に占める女性の割合

年齢別新規就農者数（平成26年）

44歳以下 45～49 50～59 60～64 65歳以上 合計

新規就農者数 18,500 3,360 9,230 13,850 12,710 57,650 

うち女性 5,000 900 2,850 3,070 2,910 14,720 

女性割合 27.0% 26.8% 30.9% 22.2% 22.9% 25.5%

資料：農林水産省「新規就農者調査」

（単位：人、％）

○ 女性は農業就業人口の約半数を占めるなど、農林水産業の担い手として重要な役割を果たしている。
○ 農業就業人口を年齢別に見ると、５０～６４歳の階層において男性を上回っている。
○ 基幹的農業従事者では、５０歳代において女性の割合が最も高くなっている。
○ 新規就農者のうち、４４歳以下の女性の割合は２７％と低い状況にある。
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○ 女性は地域農業の振興において重要な役割を果たしている。特に女性が参画している経営体は販売金額が大きく、
女性役員・管理職がいる経営は売上や収益力が向上する傾向が見られる。

○ 女性農業経営者の能力を最大限に活かし活躍してもらえるよう環境を整備し、次世代リーダーとして農村を引っ張る
女性を増やしていくことを通じ、農業の成長産業化を図ることが必要。

政策・方針決定の場への参画促進

・人・農地プランの検討の場に女性が３割参画

地域農業の活性化等への
チャレンジに対する支援

・女性による補助事業の活用を促進
・女性が活躍しやすい環境整備等の推進

次世代リーダーとなり得る
人材の育成

・経営力向上やビジネス発展に資する実践的な
研修の開催

・「農業女子プロジェクト」等を通じた女性農業
経営者のネットワーク化

・女性の活躍推進に取り組む農業経営体の認定・
表彰

女性農業者の経営力の向上、人材育成、
働きやすい環境整備を重点的に推進
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13.6ポイントの乖離

（備考）１．株式会社日本政策金融公庫「農業経営の現場での女性活躍状況調査」（平成25年１月）による。
２．調査対象は、日本公庫融資先のうち６次産業化・大規模経営に取り組む農業者。

現 状
■女性の基幹的従事者のいる経営体は、販売金額が大きい傾向
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■女性役員･管理職がいる経営は､売上や収益力が向上する傾向

女性の基幹的農業従事者の有無別 農産物販売金額規模別農家数割合

融資後３年間の売上高増加率 融資後３年間の売上高経常利益率の推移

施策の推進方向

（備考）農林水産省「2010年世界農林業センサス（組替集計）」による。

女性農業者への期待

２
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起業活動の推移

個別経営

起業活動の売上金額（過去１年間）

資料：農林水産省「農村女性による起業活動実態調査」（平成27年3月31日現在）

経営方針の決定への関わり

グループ経営

女性の認定農業者数の推移

資料：農林水産省「農業経営改善計画の営農類型別認定状況」

農業経営や起業活動への女性の参画の促進

○ 販売農家の47％で女性が経営方針の決定に関わっている。また、女性の認定農業者についても年々増加しており、女性
が認定農業者になることによって、経営における女性の位置づけを明確化。

○ 地域農産物を活用した特産加工品づくりや直売所での販売など、農村女性の起業活動への取組は、平成19年以降ほぼ
横ばい。 近年は、ネット販売が増加するなど活動内容の質的変化が見られるものの、年間売上金額が300万円未満の零細
な経営体が全体の約半数を占めており、経営の高度化・安定化に向けた取組が重要。
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48.4%

資料：農林水産省「2015年農林業センサス」 （販売農家）
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3,305 3,599 3,944 4,076 4,473 4,808 4,939 

5,745
5,845 5,589 5,565 5,284 4,911 4,641 

起業数 9,050 9,444 9,533 9,641 9,757 9,719 9,580

資料：農林水産省「農村女性による起業活動実態調査」（平成27年3月31日現在）
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農村女性による起業活動

これまで いま・これから

４

女性グループ形態

内容 手作り品中心
（少量）

販売 軒先や直売所で

個人による会社化

工場・委託
（多品目・多量）
小売店・ネット

「おこづかい」から「収入」へ
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輝く女性農業経営者育成事業（Ｈ26年度～） 28年度予算額 １１０百万円

第２期（平成２７年度）の次世代リーダー育成塾生と講師陣

【主な内容】
①次世代リーダー育成塾
＝将来の地域農業をリードする
役割を担う者を目指す女性農業
者向け実践型研修（26、27年度
で計50名卒業）

②女性の活躍推進に取り組む優
良農業法人・農業経営体の認定
（27年度は32経営体）

５

http://hojin.or.jp/standard/100/cat2392/

http://www.jma.or.jp/kagayaku-nj/
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